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な じみの色

村上　三次郎　ミノル タ 

赤と緑の狭間
一色覚の多様性と美術色彩教育一・

市原　恭代　宝仙学園短期大学造形芸術学科

　 1930年代 コダ ッ クの研 究者が風景写真の色を積分す

る と，各部が極彩色で あ っ て も灰色になると発表を し

て い ます 。 色彩講和 は これが基本と考え て い ま した 。

さらに ， 森林の緑 ， 海岸の黄色い砂と焉い空，都会の

白い ビルや赤い広告等に馴染んだ生活環境が人の感覚

を育て た り，生後の 成 長 に従 っ て 変化する生活習慣が

経験とな り感覚に影響を与えると考えて い ます 。

　子供の 時はよく風邪を引い て いたの で ， 布団の中か

ら見え る色は，天井の 木目の濃 い 茶色 と木肌の薄い黄

色 襖絵の薄黄色の地肌に描かれた墨絵 床の 間の掛

け軸の 虫食 い のある墨絵が季節に より鶴亀，菖蒲，鯉，

滝見と変わり，障子の桟 と白い障子紙 ， 覺の藺草の黄

色と枠の濃い色に金の細い線 ， 暗い仏壇の色で した 。

元気な時は海岸で遊び，浜の 薄い黄色を帯びた砂，穴

を掘る と水 を含んだ黒い砂 ， 木造の漁船 ， 網置き場の

赤錆びた トタン屋根の 小屋，浜辺 で 赤い網を修理 して

い る老人の赤銅色の腕と顔，海の 碧，白い 雲，対岸の

和歌山の街 の コ ンクリ
ー

トの建物の白と明る い屋根の

赤，淡路島の山は濃 い 緑がもや で かすん で い る ，
こん

な色に 囲まれて 昼飯以外ずっ と海で 過 こ して いました 。

　須磨の襲山では樹林の濃い緑，薄い緑，黄緑，樹の

幹の 各種の 茶，蔦 の 緑茶色に囲まれて座 っ て いたり，

草花を櫃えない庭で は， ヤツ デ ， シ ュ ロ ， 松 ， 楓 偽

アカシア ， 桑等の四季の木々の色の 中で 過 こ しました 。

　人は環境の色配列を許容し，昔からの生活環境にな

じんだ配色を色彩調和とする考えに同調 します 。 ジャ

ッ ドの色彩調和 iな じみ 」は こ の ように理解します。

成人 してか らは，真っ 赤な車，ピュ アホワイトの シ ャ

ツ ， 黒い カバ ン ， 鐵細の背広 ， 濃 い ブル ーの ス ウ ェ ッ

ト等を好ん で 身につ ける生活をするようになりま した。

子供時代はイエ ロ
ーべ 一

ス の中 で 生活 し， 成人 して 私

好 み が ブル ーベ
ー

ス に 移行 した模様 で す。

　色名をた くざん使 っ た文となりま した ， マ ンセル値

か xy 値 で 表現する と 色 は 正 確 に伝わ る こ とを実感 し

ま した。しかし数字ばかりで は昧気な い文章だろうな 。

　紅葉の 季節が訪れる。 緑や黄や紅赤の木の 葉が宙に

舞う 。 どれだけの色がこ の中に 見 い出せるのだろうか 。

　毎年， 美術系 の 学生 に色彩感覚演習を して い て悩む

こ とがある 。 色彩理論を教える時には，あれ ほど明快

だ っ た色相の概念が，色彩計を用 い て厳密に行 っ て い

くと20人のうち 15人からワ人位にしか感覚的には実践

されな い 。 赤と緑の 色の差 は
一

定 で はな いのである。

　光刺激として の 物理的側面を研究して い る 時には非

常に単純だっ た色彩が複雑怪奇な難物となる 。 絵画や

デザインの場合 ，

一色だけで表現される こ とはまずあ

りえ な い 。 背景 の 色 の 上 に違う色 で 形が描かれ，様々

な色と形が相互に働きあっ て 全体の 「絵」が認識され

る 。 ある色 と他の色 と の差が人 に よ っ て 異なれば
， 全

体の認識は少 しず っ 違 っ てくるはずだ。赤と緑の間に

何百もの色を発見し， と て もかけ離れた色 と色に感 じ

る 人も いれば，小ざ い 差 しか感じな い人も い る 。

　しかし ， 色覚にヴァ リエ
ー

シ ョ ンがある こ とは，良

い こ と である 。 同じもの を見 て も百人が百通りの絵が

描けるのは，まさ しく，色覚，明暗覚，立体覚，運動

覚，eto ．が少 しずつ 異 っ て い るか らである 。 認識の

仕方が様々で ある こ と が個性を生 み 出す 。 そして
， 聴

覚の い い人間が音楽家になるわけで はな いように，必

ずしも差を大きく感じる こ とが優れた芸術家の素質で

はな い。外界に数百万の色が見分けられたとしても，

画家 はそれを全部描くような無駄な作業 はしな い 。 的

確な省略と強調 に よ：）て ，自分の認識 した世界を表現

して い くの である 。 色彩調和を考え る時，様々な意見

がある比率 で出て くる こと 。 色相の組み合わせ によ っ

て 文字や意昧 の あ る 図形が認識ざれるデザイ ン の場合

は，致命的な欠陥となる こ ともあり得ると い うこと。

どうか，美術色彩教育に携わ っ て い る方々 ， 公共 の デ

ザイン をされる方，カ ラ
ー

コ
ー

デ ィ ネ
ー

タの方々は色

と色との悶の距離に個人差がある こ とをも っ と研究 し

て 欲しい 。 色と色の差 が人によ っ て異なるから こそ，

色彩の調和をはかる仕事が社会に は絶対に 必要なの だ

と私は考え て い るの で ある 。
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